
衛生管理マニュアル　レベル１

感染観察（■緑）　　・　　注意（■黄）

Ⅰ　散発的発生

・廊下側と窓側を対角に10cmから20cm程度開ける。
・生徒の間隔は1mを目安にとる。
・マスクを着用する。
・入室時に手洗いや手指消毒を行う。
・自宅にて検温及び健康状態を記録する。

各教科等 共通事項

・廊下側と窓側を対角に10cmから20cm程度開ける。
　常時換気が困難な場合25分に1回3分間程度窓を全開にする。
　窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・生徒の間隔は1mを目安にとる。
・ペア学習の際も間隔をとる。
・マスクを着用する。
・入室時に手洗いや手指消毒を行う。

理科 ・近距離で活動する実験や観察については感染症対策をとったうえで実施する。

音楽
・近距離で行う合唱については感染症対策をとったうえで実施する。
・リコーダーや鍵盤ハーモニカ等の管楽器演奏は行わない。

美術、工芸
・近距離で活動する共同制作等の表現や鑑賞の活動については感染症対策をとったうえで実施
　する。

技術・家庭、家庭 ・近距離で活動する調理実習については感染症対策をとったうえで実施する。

保健体育
・密集する運動、近距離で組み合ったり接触したりする運動は行わない。
・熱中症などの健康被害が発生したり十分な呼吸ができなくなるおそれがあるため
　マスクを外して授業を行う。※熱中症への対応を優先

パソコン教室
・換気は空調で対応する（可能なら25分に1回3分間程度窓を全開にする）。
・一ヶ所に集まらない。
・向かい合わない。

図書室

・飛沫防止用アクリル板を各机に設置する。
・一机あたり4席までの座席とする。
・一ヶ所に集まらない。
・私語をしない。
・貸出書籍及び返却書籍の消毒を行う。

休み時間 共通事項
・廊下側と窓側の四方向の窓を全開にする。
　窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・生徒の間隔は1mを目安にとる。

食堂利用

・網戸のある東西南の窓を5cm程度開ける。
・食事の前後の手洗いを徹底する。
・食券購入時や食べ物受け取りの際、列の間隔を1m開ける。
・飛沫防止用アクリル板を各机に設置する。
・身体的距離を確保し、利用禁止を表示している場所には座らない。
・隣と向かい合わない。
・食事中は話をせず、食べ終わればすぐにマスクをして教室に戻る。

教室利用

・廊下側と窓側の四方向の窓を全開にする。
・食事の前後の手洗いを徹底する。
・身体的距離を確保し、向かい合わないよう正面に向かって座る。
・座席の移動を禁止する。
・食事中は話をせず、食べ終わればすぐにマスクをする。

・すべての窓を全開にする。窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・消毒は教職員が行い、大勢がよく触れる箇所（ドアノブ、手すり、スイッチなど）を
　中心に、消毒液を浸した布巾やペーパータオルで拭く。

・最後に退室する者は、きちんと戸締まりをする。

保護者来校を伴う行事 ・感染症対策をとったうえで実施する。

保護者来校を伴わない
行事

・感染症対策をとったうえで、実施の有無を含めその都度判断する。

・部室での飲食はしない。
・部室使用中は換気に努め、更衣は学年別で行うなど密集と密接を避ける。
・活動前に検温を実施する。

基本的には上記に準じて感染症予防対策を行っていきますが、今後の感染状況をみて取り組みの内容を変更する場合があります。

・感染症対策をとったうえで実施するが、保護者の来校については感染状況をもとに判断
　する。

・感染症対策をとったうえで原則実施するが、保護者の来校は控えてもらう。

・感染症対策をとったうえで、実施の有無を含めその都度判断する。 ・感染症対策をとったうえで、実施の有無を含めその都度判断する。

※　部活動の活動時間及び活動内容について
　は、「県立学校における新型コロナウイル
　ス感染症対策の臨時休業等の判断基準に基
　づいた部活動の考え方（区分）」を参照。

・部室での飲食はしない。
・部室使用中は換気に努め、更衣は学年別で行うなど密集と密接を避ける。
・活動前に検温を実施する。

・部室での飲食はしない。
・部室使用中は換気に努め、更衣は学年別で行うなど密集と密接を避ける。
・活動前に検温を実施する。

学校行事等

掃除
・すべての窓を全開にする。窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・消毒は教職員が行い、大勢がよく触れる箇所（ドアノブ、手すり、スイッチなど）を
　中心に、消毒液を浸した布巾やペーパータオルで拭く。

・すべての窓を全開にする。窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・消毒は教職員が行い、大勢がよく触れる箇所（ドアノブ、手すり、スイッチなど）を
　中心に、消毒液を浸した布巾やペーパータオルで拭く。

帰りのホームルーム活動
下校時

・健康チェック表の振り返りを行う。
・最後に退室する者は、きちんと戸締まりをする。

・健康チェック表の振り返りを行う。
・最後に退室する者は、きちんと戸締まりをする。

・廊下側と窓側の四方向の窓を全開にする。
　窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・生徒の間隔は1mを目安にとる。

・廊下側と窓側の四方向の窓を全開にする。
　窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・生徒の間隔はできるだけ2m程度（最低1m）とる。

昼食時

・網戸のある東西南の窓を5cm程度開ける。
・食事の前後の手洗いを徹底する。
・食券購入時や食べ物受け取りの際、列の間隔を1m開ける。
・飛沫防止用アクリル板を各机に設置する。
・身体的距離を確保し、利用禁止を表示している場所には座らない。
・隣と向かい合わない。
・食事中は話をせず、食べ終わればすぐにマスクをして教室に戻る。
・教員が巡回し指導を徹底する。

・網戸のある東西南の窓を5cm程度開ける。
・食事の前後の手洗いを徹底する。
・食券購入時や食べ物受け取りの際、列の間隔を1m開ける。
・飛沫防止用アクリル板を各机に設置する。
・身体的距離を確保し、利用禁止を表示している場所には座らない。
・隣と向かい合わない。
・食事中は話をせず、食べ終わればすぐにマスクをして教室に戻る。
・教員が巡回し指導を徹底する。

・廊下側と窓側の四方向の窓を全開にする。
・食事の前後の手洗いと机の表面の消毒を徹底する。
・身体的距離を確保し、向かい合わないよう正面に向かって座る。
・教室間の移動をしない。自分の席で食事する。
・食事中は話をせず、食べ終わればすぐにマスクをする。
・教員が巡回し指導を徹底する。

・廊下側と窓側の四方向の窓を全開にする。
・食事の前後の手洗いと机の表面の消毒を徹底する。
・身体的距離を確保し、向かい合わないよう正面に向かって座る。
・教室間の移動をしない。自分の席で食事する。
・食事中は話をせず、食べ終わればすぐにマスクをする。
・教員が巡回し指導を徹底する。

特別教室等

・換気は空調で対応する（可能なら25分に1回3分間程度窓を全開にする）。
・一ヶ所に集まらない。
・向かい合わない。

・換気は空調で対応する（可能なら25分に1回3分間程度窓を全開にする）。
・一ヶ所に集まらない。
・向かい合わない。

・飛沫防止用アクリル板を各机に設置する。
・一机あたり4席までの座席とする。
・一ヶ所に集まらない。
・私語をしない。
・貸出書籍及び返却書籍の消毒を行う。

・飛沫防止用アクリル板を各机に設置する。
・一机あたり4席までの座席とする。
・一ヶ所に集まらない。
・私語をしない。
・貸出書籍及び返却書籍の消毒を行う。
・感染状況を見て貸出停止及び返却停止の判断をする。

・廊下側と窓側を対角に10cmから20cm程度開ける。
　常時換気が困難な場合25分に1回3分間程度窓を全開にする。
　窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・生徒の間隔は1mを目安にとる。
・ペア学習の際は間隔をとり向き合わない。グループ活動は行わない。
・マスクを着用する。
・入室時に手洗いや手指消毒を行う。

・廊下側と窓側を対角に10cmから20cm程度開ける。
　常時換気が困難な場合25分に1回3分間程度窓を全開にする。
　窓のない部屋では常時入り口を開け換気扇を用いる。
・生徒の間隔はできるだけ2m程度（最低1m）とる。
・ペア学習及びグループ活動は行わない。
・マスクを着用する。
・入室時に手洗いや手指消毒を行う。

感染症対策を講じて
もなお感染のリスク
が高い学習活動

・近距離で活動する実験や観察については感染症対策をとったうえで実施する。 ・近距離で活動する実験や観察は行わない。

・近距離で行う合唱は行わない。
・リコーダーや鍵盤ハーモニカ等の管楽器演奏は行わない。

・近距離で行う合唱は行わない。
・リコーダーや鍵盤ハーモニカ等の管楽器演奏は行わない。

・近距離で活動する共同制作等の表現や鑑賞の活動については感染症対策をとったうえで実施
　する。

・近距離で活動する共同制作等の表現や鑑賞の活動は行わない。

・近距離で活動する調理実習は行わない。 ・近距離で活動する調理実習は行わない。

・密集する運動、近距離で組み合ったり接触したりする運動は行わない。
・熱中症などの健康被害が発生したり十分な呼吸ができなくなるおそれがあるため
　マスクを外して授業を行う。※熱中症への対応を優先

・密集する運動、近距離で組み合ったり接触したりする運動は行わない。
・常時マスクを着用する。
・十分な呼吸ができなくなるリスクや熱中症になるリスクがある場合は授業内容を変更する。

国の分科会のステージ区分（参考） Ⅱ　漸増（ぜんぞう） Ⅲ　急増 Ⅳ　爆発的拡大

登校時
朝のホームルーム活動

・廊下側と窓側を対角に10cmから20cm程度開ける。
・生徒の間隔は1mを目安にとる。
・マスクを着用する。
・入室時に手洗いや手指消毒を行う。
・自宅にて検温及び健康状態を記録する。
・教室でも検温を実施し、健康チェック表を活用する。

・廊下側と窓側を対角に10cmから20cm程度開ける。
・生徒の間隔はできるだけ2m程度（最低1m）とる。
・マスクを着用する。
・入室時に手洗いや手指消毒を行う。
・自宅にて検温及び健康状態を記録する。
・教室でも検温を実施し、健康チェック表を活用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校で行う感染症予防対策　　　　　　　　　　　　　高知県立高知南中学校・高知南高等学校　　　令和3年2月8日時点

文部科学省
　　学校における新型コロナウイルス
　　感染症に関する衛生管理マニュアル
　　～「学校の新しい生活様式」～
　　(2020.12.3 Ver.5) 　P13, P48-

衛生管理マニュアル　レベル２ 衛生管理マニュアル　レベル３

高知県におけるステージ区分（参考） 警戒（■オレンジ） 特別警戒（■赤） 非常事態（■紫）


